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第1章 緒 論

Rheumatismノ 眞因 ニ關 シ テハ 諸説 今猶 ホ一

致セザル所ニシテ,從 來之ガ原因的研究ニ關スル

報告ハ枚擧ニ遑アラズ.即 チ遺傳説,素 因説,新

陳代謝障碍説,神 經性失調説或ハ内分泌機能障碍

説 或ハ 「アレル ギー」 説等 夫 レナ リ.而 シテニ現今

本 疾 患 ニ 對 シ テ,Streptococcusガ 或程度 ノ關

係 ヲ有 スル コ トハ疑 ハ レ ザ ル モ ノ ノ如 シ.而 モ

StreptococcusヲRheumatisamノ 病 原 ナ リ ト

考 ヘ シ レスル學者 ノ内 ニモ兩派 ア リ.即 チ特 種 ノ

Streptococcusガ 本 病原 ヲ爲 ス トスル モノ ト,諸

種Streptococciガ 本 病原 ナ リ ト爲 スモ ノ トア
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リ.然 シ ド モRheumatism患 者 ノ 血 液 其 ノ他 ノ

材 料 ヨ リ直 接 分 離 シ得 タ ル 菌 株 ハ 多 ク ハ α-Type

Streptococcus viridans (green producing

strains)ニ シ テStreptococcus hemolyticusノ

分 離 シ 得 ラ レ タル 場 合 ハ 稀 ナ リ トス.(Poynton,

F.J. & Schlesinger, Bernara2)). Birkhang &

Small氏2)等(1927)ハRheumatismノ 病 原 ヲ研

究 シ,Small氏 ガ分 離 シ タ ル 菌 ヲStreptococcns

cardio-arthritidisト 稱 シ,Birkhang氏 ガ分 離 シ

得 タ ル 菌 ニ ハNew type of non-methemoglobin

forming streptocoocusト シ テ 發 表 セ リ.Edith

E. Nickolls3)ニ 依 レバRheumatoid arthritis

患 者 血 清 ハ 患 者 血 液 又 ハ 關 節 部 ヨ リ 分 離 セ ル

"typical streptococci strsin"ニ 對 シ 特 異 的

ニ 凝 集 反 應 ヲ 呈 ス ト シ,以 テStreptococcus

hemolyticusハ 本 病 ニ 對 シ テ 原 因 的 重 要 性

ヲ 有 ス ル モ ノ ナ リ ト セ リ.即 チ 氏 ニ依 レ バ,

"The almost constant presence of these

specific streptococcal agglutinins in the

serums of patients with rheumatoid arthritis

can be made of considerable practical valne

in clinical medicine, eslpecially when used

in conjunction with the sedimentation test.

The agglutination test for rheumatoid ar-

thritis is quite as specific as the Widal test

for typhoid."ト 述 ベ 以 テRheumatoid arthritis

ヲOsteo-arthritis, Chronic Gout, Gonococcal

Arthritis及 ビ其 ノ他 ノ關 節疾 患 ト鑑別 スル コ ト

可能 ナ リ ト報告 セ リ.

1931年Cecil, Nicholls & Stainsby4)氏 等 ハ

Rheumatoid arthritisノ 患者 血 清 ハ 本 病 患 者 ヨ

リ 血液 培 養 ニ ヨ リ テ 分 離 セ ル 各 種 ノhemolytic

streptococciヲ 凝 集 スル 事 實 ヲ認 メ タ リ.Dawson,

Olmstead & Boots氏5)等 ハhemolytic strepto-

cocciハ 必 ズ シ モRheumatoid arthritisト ハ 全

ク關 係 ヲ有 セザル 菌株 ナル ニモ不拘,本 病 患者血

清 ニ依 リテ凝集 セ ラル ル コ トヲ確 認 セ リ.即 チ氏

等 ハscarlet-fever, Erysipeles及 ビrheumatic

feverニ 於 ケ ル 患 者 ヨ リ分 離 セ ル 菌 株 モ 亦Cecil,

Nicholls & Stainsby氏 等 ノ所 謂"typical stra-

ins"ト 同様 ノ 凝 集 反 應 ヲ 認 メ タ リ キ.斯 ク テ

Rheumatoid arthritisノ 患 者 血 清 ハhemolytic

streptococciニ 對 シ テ凝 集 力 ヲ有 スル 事 ニ關 シ テ

一 層 確 認 セ ラ ル ル ニ 至 レ リ.(Gray, J.W., and

Gowen, C.H.6), Ashworth, O.O.7), Keefe8),

Cox, K.E., and Hill, D.F.9), Wainwright,

C.W.10), Blair, J.E., and Hallman, F.A.11),

,McEwen, C., Buuin, J.J. and Alexander12))

一方 患者 血清ハ又hemolytic streptococciノ 滲

出液 ニ依 リテ沈 降反應 ヲ惹起 スル コ トヲ證明 セ ラ

レタ リキ.即 チSeegal, Haidelberg, Jost and

Lyttle13), Dawson, Olmstead and Jost14)氏 等

ハhemolytic streptococciノ 種 屬特異 性含水 炭

素 ニ依 リテ斯 ル沈 降反應 ガ發 現 スル モノナ ラ ン ト

セ リ.Lancefield氏15)ハhemolytic streptococci

ハ コノ種 屬 特異性 含水炭 素 ニ對 スル沈降 素 ニ ヨ リ

テ血清學 的 ニ區別 スル コ トヲ得 ト推 測 セ リ.此 方

法 ニ ヨ リテ,Lancefield及 ビHare氏16)等 ハA,

B,… … ト記載 セル9株 族 ヲ區別 セリ.即 チ

A群 ハ 人 ニ對 シテ病 原性菌株 ニシテ,他 ノ菌株 ハ

主 トシテ下等動物 ヨ リ分 離 セル モノ ニ シテ人 ニ對

シテハ比較 的病 原性 少シ.由 來A群 菌株 ノ ミガ

Rheumstold arthritis患 者 血清 ヲ使 用 シテ凝 集

反應 竝 ニ沈 降反應 試驗 ニ供 セ ラ レタ リ,而 シテA

群以外ノ他菌株ヲ使用セル研究報告ハ極メテ〓々

タル モノ ニシテ未 ダ遺憾 ノ點 尠 カ ラズ.想 フニ,

若 シ人 ニ對 シテ全 ク病 原性 ヲ有 セザ ル菌株 ニテハ

凝集 反應 竝 ニ沈 降反應 共 ニ陰性 ナ リ トセバRhe-

umatoid arthritisニ 於 テ兩反應 ハ 眞 ノ血 清學 的

意義 ヲ有 スル コ トヲ確認 スル ニ足ル ベ シ,此 種 ノ

實驗 ニ關 シテハ從來 幾多報 告 セ ラ レタル モ,之 ヲ

要 スル ニRheumatoid arthritisノ 患者血 清 ヨリ

分離 セル菌 株(A)ニ ヨ リテ最 モ強度 ナル凝集 反應

ヲ惹 起 スル ト雖 モ,又 他 ノ菌株 ニテモ一定 度 ノ明
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確 ナル凝集 反應 ヲ惹 起 スル モノ ナリ ト推論 スノレヲ

得 ンカ.而 シテ斯 ル反 應ハ 或特殊 抗原 或 ハ又 總 テ

ノ菌株 ニ共通 ナ ル抗原 ニ反應 スル所 ノ該 血 清中 ニ

存 在 スル所謂種 屬 非特 異性抗 體 ノ存 在 スル事 ニ基

因 スル ナ ラン ト思考 セ リ.Dawson and Olmstead

氏17)等ハ凝 集反應 ニ於 ケル特 異性 ノ説 明 ヲ困 難 ナ

ヲ シムル所 ノ菌 細胞 ノ複雜 ナルAntigenic Mosaic

ヲ除去 セ ン ガ 爲 ニ 沈 降反應 試驗 法 ヲ反覆 施行 セ

リ.而 シテ此沈 降反 應試 驗 ニ際 シテハ,總 テ各 種

菌 株 ノ所 謂種屬 特異 性 含水 淡 素性 物 質 ノ 「組 製 エ

キ ス」 ヲ使用 シ タ リ中.1936年Herbert Chasis

and Currier McEwen氏18)等 ハ 多數 ノhemolytic

streptococciヲ 使 用 シテ該菌免疫 ニ ヨル 人及 ビ家

兎 血清竝 ニRheumatoid arthritis, rheumatic

fever及 ビscarlet fever等 ノ患者血 清 ニ就 テ凝

集 反應 竝 ニ沈 降反應 試驗 ヲ施 行セ リ.斯 クテ氏 等

ハ該沈 降反應 ハ該 菌體 及 ビ其 ノ粗 製 含水炭 素 滲出

液 中ニ存 在 スル種 屬特異 性物 質 ニ依 リテ發 現 スル

モ ノナ ラン トシ,コ レガ物 質ハ"nucleo-protein

fraction"ニ ハ非ズ シチ,"non-proteic nature"

ニ由來 スル モ ノ ト結 論 セ リ.

斯 クテ,現 今Rheumatoid arthritisハ 或特殊

ナルStreptococcus-typeニ 因ル モ ノ ト考 フル能

ハ ズ トノ結 論 ニ傾 キツ ツアル モノ亦 尠 カラズ.コ

コニ於 テ,余 ハ「急性 關節 或ハ筋 肉 ロ イマチ スム」

ノ患者血 清 竝 ニ即往 症 ニ於 テ モ全 クRheumatism

様 疾患皆 無 ナ ル 所謂健 康 人血清 ヲ使 用 シ,一 方

StreptecoeciハDawson, Olmstieadand Boots

氏5)等 ニ做 ヒテRheumatismト ハ 關係 ヲ有 セ ザ

ル化膿 性疾 患ニ於 テ病 原性 ニ存 在 セル モノ.或 ハ

又全 ク非病 原 性 ニ存 在 セル材料 ヨ リ分離 セル所 ノ

hemolytic or anhemolytic strainヲ 用 ヒテ凝集

反 應竝ニ 沈 降反應試 驗 ヲ施 行 シ以 テRheumatism

トStreptococeusト ノ關 係ニ就 テ些 カ 血清 學的 檢

索 ヲ試 ミタ リ.

第2章 實驗材料竝ニ實驗方法

節1節 可檢血清

 「急性 關筋或 ハ 筋 肉 ロイマチ スム」患 者 ヨリ靜

脈採 血法 ニ依 リテ無菌 的操 作 ノモ トニ採 血シ,血

清分 離後 ハ0℃ 氷 室内 ニ保存 シ,隨時 實驗 ニ供 シ

タ リ.尚 ホRheumatism様 疾 患 ノ既 往症皆 無

ナル所 謂 健康 人血 清 ヲ以 テ 對 照實驗 ニ供 シ タ リ

キ.

第1表 可 檢 患 者 血 清

Reprasentative Patientssera.
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   策2節 試驗菌 株

 Streptococcusハ 總 テRheumatismト ハ 全 ク

無 關係 ナル化 膿性病 竈,或 ハ非病 原性 存在 ヲナセ

ル材 料 ヨ リ分 離培養 セル モノ ニシテ,Strain III

ヲ除 キ他ハ總 テhemolytic strainsナ リ.而 シテ

Strain IIハ 蠅 附着菌 株 即チ非病原 的存 在菌 ナ リ.

第3節 凝集反應

 凝集 原 トシ テ使 用 ノ菌 浮游液 トシテハ,Strepto-

cocciノ 寒 天斜面 培養(37℃, 18―24時 間)ノ モ ノ

2―3白 金耳 ヲ滅 菌生理 的食 鹽水10cc中 ニ平等 ニ

浮 游 セ シメ,65―70℃, 2時間(60℃ ニ テハ多數 ノ

生 存菌 ヲ證 明 ス)加 熱滅 菌セルモ ノヲ用 ヒ,菌 液

濃 度ハ常 ニ全 試驗 ヲ通 ジテ可 及 的一定 ナ ラシ ムコ

トニ努 メタ リ.尚 ホ可檢血 清ハ總 テ56℃, 30分 間

加熱 セル所 謂 非働性 血清 トシテ使用 シ,之 ヲ生理

的 食鹽水 ニテ遞降 的稀釋 ヲ行 ヘ リ.斯 クテ可 檢血

清 稀釋液0.3―0.5ccニ 對 シ,上 述菌 浮游液2―3

滴 ヲ「毛細 管 ピベ ツ ト」ニテ滴下 混合 シ,37℃ ノ孵

巣 内 ニ2時 間保 チ,爾 後氷室 中 ニ約18―24時 間

放 置ニセル後總 テ肉 眼的觀 察 ニテ其 ノ成績 ヲ判 定セ

リ.

第4節 沈降反應

  A) 連鎖 状球菌 沈降 原

 I. 粗 含水炭 素滲 出法(Lancefield氏 變法)

 普 通Bouillon 培養37℃, 18時 間後,遠 心沈澱

(毎 分,3000囘,10分 間)セ ル後,其 ノ沈 澱 菌 ニ

N/20 HCl 6cc (10cc Bouillon培 養 菌 量 ニ 對 シ)

宛 ヲ加ヘ,充 分 振盪 混和 セル後,100℃, 10分 間加

熱 シ,之 ガ冷 却 スル ヲ待 チテ再 ビ遠心沈澱 セル ニ

其 ノ上澄 ハ無 色透明 ニシテ,黄 血 鹽法竝 ニ 「ズル

フ オサルチル酸 法」ニ テ殆 ド凝 固性物 質 ヲ認 メズ.

依 テN/2 NaOHニ テ 「弱 アル カ リ性 」ナル ガ如 ク

反應 修正 ヲ行 ヒタル後,更 ニ蛋 白質様 物 質 ヲ除去

セ ンガ爲 ニ之 ヲ100℃, 5分 間 加熱 セル ニ總 テ著 明

ナル雲 状紫 片沈 澱物 ノ凝 固折 出 セル ヲ觀 タ リ.依

テ之 ヲ遠心沈 澱 法 ニテ除去 シ,以 テ無色透 明 ナル

上 澄 ヲ得,之 ヲ沈降原 トシテ使 用 セ リ.斯 ル滲 出

液 ハ勿論 化學 的 ニ蛋 白反應 ニ ヨル モ肉眼 的 ニ全 ク

溷 濁 ヲ呈 セ ズ.

II. 菌蛋 白滲 出法

Koile's Platteノ2―3日 間37℃ 寒 天培 養 ニ

20ccノ 滅菌 蒸溜水 ヲ混 合 シ タル菌 浮游 液 ヲ60℃,

1時 間加熱 シ,次 デ之 ヲ37℃ ニ48時 間放 置後,

Berkefeld氏 濾過器(V.)ヲ 以 テ濾 過 シ,帶 黄色透

明 ノ濾 液 ヲ得,之 ニ食鹽 ヲ0.85%ノ 割 合 ニ加ヘ タ

ル モノ ヲ氷室 ニ保存 使用 セ リ.而 シテ本濾 液ハ一

般 ニ極 メテ蛋白含 有量微弱 ニシテ,Strain III滲

出液最 モ多 ク,牛 血 清 ノ夫 レニ比較 シ1:2.500ヲ

示 シ,Strain IVハ1:10.000―1:20.000. Strain

I, II及 ビVIハ1:20.000以 下 ノ微量 ニテ,蛋 白

化 學反 應 ニテ殆 ド溷 濁 ヲ認 メザ ル ガ如 キ程度 ナル

ア リ.

  B) 沈降 反應檢査 法

專ラ抗體稀釋法(緒方氏法)ヲ應用セリ.即 チ可

檢 血 清 ヲ10%海 〓血 清食 鹽水 或ハ1%「 ア ラビア

ビム食鹽水」 ヲ以 テ漸次 稀釋 シ,之 ニ沈降 原 ヲ生

理的食 鹽水 ヲ以 テ漸 次稀釋 セル モ ノ ヲ重層 シ,輸

環 法 ヲ以 テ檢 ス レバ,沈 降原 ノ或ル特 定稀 釋度 ニ

於 テ最 モ強 ク反 應 ス.之 ヲ結合帶 ト稱 シ,其 ノ結

合帶 ニ於 ケル免疫血 清 ノ最 高 稀釋度 ヲ稀釋 沈降素

價 トス.

   第3章 實驗成績

第1節 凝集反應試驗

從 來 ノ研 究 ニ依 レバ,Streptococcusノ 凝 集反

應ハ菌 鑑別 ヲ目的 トスル應 用 ニ於 テハ意義 テ シ ト

セ ラルル モ,凝 集 素特 異性 ニ就 テハTyphus-Coli

屬 ニ在 リテ見ル ガ如 キ類 屬反應 ヲ殆 ド見 ル能ハ ザ

ル モノ ニシテ,Vibrio類 ニ次 デ特 異性 著明 ナル

ハ既 ニ疑 ヲ容 レザ ル所 ナル モ本 菌ハ 被凝集 性極 メ

タ微 弱 ナルハ諸家 ノ既 ニ立證 セル所 ナ リ(竹 内2),

Pfaundler19), Jurgens20)及 ビBaller et Sagae-

ser21))

飜 ツテRheumatismus患 者血 清 トhemolytic
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or anhemolytic streptococci)凝 集 反應 實驗

ニ ヨサテ之 等兩者 ノ關係 ヲ檢 索 スル ニ,先 ヅ所 謂

健常人血清ニヨル該菌ニ對スル凝集反應ニ就テ試

驗 セ リ.然 ル後,定 型 的Rheumatismus患 者 血

清 ヲ使用 シ,以 テ 同様 ノ實驗 ヲ行 ヒ,主 トシテ次

ノ諸點 ニ就 テ比較研 究 ヲ試 ミタ リ.1) 同一 血 清

ニ ヨル各種 菌株 ニ對 スル凝集 力 ノ相違.2) 同 一

菌株 ニ對 スル各 血清 ノ凝集 反應 状況.3) 細菌凝

集 塊 ノ性 状.

第1項 健常人血清(對 照實驗)

第2表 健 常 人 血 清 ニ ヨ ル 凝 集 反 應

Agglutination zwischen Streptococcus hemolyticus od. anhemolyticus

           und Kontrollsera des normalen Menschens.
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第2表 ニ於 ケ ル 凝集反 應成績 ヲ見 ル ニ,所 謂

normal persons seraハ 總 テ各菌株 ニ對 シテ明

確 ナル凝集 作 用 ヲ發 揮 セ リ.

 1) 爾一血 清 ニ於 テモ菌株 ノ異 ナル ニ隨 ヒ,各

其 ノ凝 集價 ニ可成 ノ相異 ヲ示 スモノニシ テ,大 體

次 ノ加 ク區 別 スル ヲ得.Normal 1血 清:Strain

I及 ビIIニ 對 シ1:20, St. IIIデ ハ1:5, St. IV,

V及 ビVIデ ハ1:10, Normal 2血 清:St. Iデ

ハ1:50, St. II, III及 ビIVデ ハ1:20, St. V

デ ハ1:10, Normal 3血 清:St. I, III, IV及

ビVダ ハ1:50, St. IIデ ハ1:100, St. VIデ ハ

1:20, Kormal 4血 清:St. I及 ビVデ ハ1:50

St. II及 ビIIIデ ハ1:100(±), St. IVデ ハ1:100

St. VIデ ハ1:20, Normal 5血 清: St. Iデ ハ

1:20, St. IIデ ハ1:10, St. III及 ビIVデ ハ1:10

(±), St. Vデ ハ1:20, St. VIデ ハ1:20(±)

Normal 6血 清:St. 1及 ビIVデ ハ1:200, St

II及 ビVデ ハ1:20, St. IIIデ ハ1:10, St. VI

デ ハ1:50.

 2) 同 一 菌 株ニ 對 シ テ モ各 血 清 ノ 相 違 ニ 依 リテ

其 ノ被 凝 集 性 モ 亦 自 ラ相 異 ア リ.

 Strain I:  Norm. 1及 ビ5血 清 ハ1:20,

Norm.2, 3及 ビ4血 清 ハ1:50, Norm. 6血 清 ハ

1:200.

 Strain II: Norm. 1, 2及 ビ6血 清 ハ1:20,

Norm. 3及 ビ4(±)血 清 ハ1:100, Norm. 5血

清 ハ1:10.

 Strain III: Norm. 1血 滴 ハ1:5, Norm.

5及 ビ6血 清 ハ1:10, Norm. 2血 清 ハ1:20,

Norm. 3血 清 ハ1:50, Norm. 4血清 ハ1:100

(±).

 Strain IV: Korm. 1及 ビ5(±)血 清 ハ1:10,

Norm. 2血 清 ハ1:20, Norm. 3血 清 ハ1:50,

Norm. 4血 清 ハ1:100, Norm. 6血 清 ハ1:200.

 Strain V: Norm. 1及 ビ2血 清 ハ1:10,

Norm. 5及 ビ6血 清 ハ1:20, Norm. 3及 ビ4血

清 ハ1:50.

 Strain VI: Norm. 1血 清 ハ1:10, Norm.

3, 4及 ビ5血 清 ハ1:20, Norm. 6血 清 ハ1:50.

 3) 菌 凝 集 塊 ノ性状 ヲ觀 察 スル ニ,一 般 ニ 極 メ

テ微 細(fein flockig)ニ シ テ,中 等 大 凝 塊 ヲ認 ム

ル コ ト稀 ナ リ.然 レ ドモ,凝 集 反 應 ハ 總 テ 明 確 ニ

シ テ 且 菌 凝 塊 ハ 比 較 的 多 量 ナ ル ガ 故 ニ 判 定 ヲ誤 ル

ノ虞 ナ シ.

 以上要 スルニ,健 常 人血 清 ニ ヨルStreptococci

ニ對 スル凝集反應 ハ一 般 ニ高度 ナ ラズ,而 シテ其

ノ凝集 價ハ血 清別及 ビ菌株 別 ニ 依 リテ 動搖 稍 々

著 明 ナ リ.然 レ ドモ 大體 ニ於 テ凝 集 價高 キ血 清

(Norm. 2, 3, 4及 ビ6)ハ 全菌株 ニ對 シテ略 ボ同

様 ノ傾 向 ヲ示 シ,又Strain I及 ビIIハ 特 ニ被 凝

集 性著 明ナ リキ.

第2項 Rheumatismus患 者 血清

第3表 患 者 血 清 ニ ヨ ル 凝 集 反 應

Agglutination zwischen Streptococcus hemolyticus od. anhemolyticus
und reprasentative Sera der Rheumatismuspatienten.
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I) 血清別凝 集 力 ニ就 テ觀 ルニ次 ノ如 シ.

Patient 1血 清:Strain II及 ビVIニ 對 シ最

モ強 度 ニ シ テ1:1,000, St. Iデ ハ1:500, St. III

及 ビIVデ ハ1:50, St. Vデ ハ 最 モ 低 ク1:20.

 Patient 2血 清:St. II及 ビVIニ 於 チ最 強

1:1,000ヲ 示 シ,St. I, IV及 ビV之 ニ次 ギ1:100

St. IIIデ ハ1:50.

 Patient 3血 清:St. Iニ 對 シ最 モ 強 ク1:2,000

ヲ示 シ,St. IIデ ハ1:1,000, St. VIデ ハ1:500,

St. III (1:100), St. IV (1:50(±)), St. V (1:20)

ノ加 キ 順 序 ニ低 下 セ リ.

 Patient 4血 清:St. I, II及 ビVIニ 對 シ

1:1,000ヲ 示 シ,St. V (1:500)之 ニ次 ギ,St. III

(1:200), St. IV (1:100)ノ 如 ク 低 下 ス.

 2) 同 一菌 株 ニ對 ス ル 患 者 血 清 別 ノ凝 集 價,換

〓 セ パ 各 菌 株 ノ被 凝 集 性 ノ強 弱 ニ就 テ 觀 察 ス ル ニ

勿 論 夫 々 或 程 度 ノ 差 異 ヲ示 シ タ リ.

Straln I:最 低 ハNo. 2血 清 ニ シテ1:100,

No. 1血 清 デ ハ1:500, No. 4血 清 デ ハ1:1,000,

No. 3血 清 最 モ 著 明 ニ シ テ1:2,000ナ リ.

 Strain II:全 血 清 一 様 ニ1:1,000ヲ 示 シ タ

リ.

 Strain III: No. 1及 ビ2血 清 デ ハ1:50,

No. 3血 清(1:1000), No. 4血 清(1:200)ノ 順 序

ナ リ.

Strain IV: No. 1及 ビ3血 清 ハ1:50, No.

2及 ビ4血 清 ハ1:100ニ シ テ,Strain IIIト 共 ニ

其 ノ 被 凝 集 性 極 メテ 微 弱 ナ リ.

 Strain V: No. 1及 ビ3血 清 ハ1:20, No. 2

血 清 ハ1:100, No. 4血 清 デ ハ1:500ヲ 示 シ タ

リ.

Strain VI: No. 3血 清1:500, No. 1, 2及

ビ4血 清ハ何 レモ1:1,000ヲ 示 シタ リ,

 3) 細菌凝 集 塊 ハ球菌 性凝 集反 應 トシテ ハ一般

ニ所 謂中等 大(mittel-grob flockig)ヲ 示 シ,總 テ

凝集 反應 ハ極 メテ明確 ナ リ.
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 以上要 スル ニ,患 者血 清 ノ凝集 價 ハ菌株 別 ニ ヨ

リ著 シキ相違 ヲ示 ス ト雖 モ,同 一菌株 ニ對 スル各

血 清 ノ凝 集力 ハ大體 同様 ノ傾 向 ヲ示 シタ リ,即 チ

No. 1血 清 ニ ヨ リテ比較 的 高度(1:500―1:1,000)

ノ凝 集 價 ヲ示 セ ルStrain I, II及 ビVI等

(hemoiytic streptococci)ハ 他 ノ血清 ニ依 リテ モ

亦略 ボ同程度 ノ凝集價 ヲ惹 起セ リ.又 反之,被 凝

集 性 輕 度 ナ ルStrain III, IV及 ビVハ 總 テ 一 般

ニ低 キ凝 集 價 ヲ示 シ タ リ.更 ニ凝 集 反 應 ニ於 ケ ル

菌 凝 集 塊 ヲ觀 ル ニ,健 常 人 血 清 ノ夫 レニ 較 ベ 一 般

ニmittel-grob flockigニ シ テ 且 多 量 ナ リ キ.尚

ホ 本 實 驗 ニ於 テ ハ 時 ニ(No. 1血 清:Strain IV,

V及 ビVI, No. 2血 清:Strain IV及 ビV, No.

3血 清:Strain IV等)所 謂Proagglutinoid-

phenomenonヲ 呈 スル ヲ見 ル.

第2節 沈降反應試驗

Lancefield, Dawson, Olmstead and lost及

ビHebert Chasis and Currier McEwen氏

等 幾 多報 告 セ ラ レ タ ル モ,之 等ハ 總 テ沈 降原 ハ

Lancefield氏 法 ニ 準 據 セ ルStreptococci-extract

ヲ使 用 シ,而 シテUhlenhuth氏 法 ニ依 リテ沈 降

反應 ヲ檢 シタル ノ ミ.

 本 實驗 ニ於 テハ專 ラ抗體 稀釋 沈降反 應試 驗 ヲ施

行 シ,以 テ其 ノ沈降 素價 ノ精密 ナル測 定 ヲ企圖 セ

リ.

 先 ヅ對 照試 驗 トシテLancefied氏 法 ニ多少 考

案 ヲ加 ヘ以 テ可及的菌 蛋 白成 分 ヲ除去 セル,所 謂

Crude C-extractヲ 沈 降原 トシテ實 驗 セル ニ健常

人血清 竝 ニ患者血 清共 ニ總 テ陰性 ニ終 レリ.依 テ

更 ニ菌 蛋 白滲出法 ニ ヨルStreptococci-extractヲ

以 テ實 驗 ヲ試 ミタ リ.

第4表 患 者 血 清 ニ ヨ ル 沈 降 反 應

Prazipitation zwischen die Streptokokken-extrakte und reprasentative Sera

                      der Rheumatismuspatienten.
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 第4表 ニ示 ス如 ク,患 者 血 清 ハ 各 種 菌 株extract

ニ對 シ明 確 ナ ル 沈 降 反 應 ヲ示 シ タ リ.

 No. 1血 清:Strain III(菌 蛋 白 含 有 量(E.G.)

=1:2,500)デ ハ 稀 釋 價(V.T.)=1:4,結 合 帶

(BZ.)=1:10, Strain IV (E.G.=1:10,000―

1:20,000)デ ハV.T.=1:1=1:1, B.Z.=1:1.

 No. 2血 清:Strain III (E.G.=1:2,500)デ

ハV.T.=1:10, B.Z.=1:2, Strain IV (E.G.=

1:10,000―1:20,000)デ ハV.T.=1:1, B.Z.=

1:2.

 No. 3血 清:Strain I(E.G.=1:20.000―

1:40,000)デ ハV.T.=1:1, B.Z.=1:2, Strain

II (E.G.=1:20,000―1:40,000)デ ハV.T.=

1:1, B.Z.=1:2(±), Strain IIIデ ハV.T.=

1:10, B.Z.=1:2, Strain VI (E.G.=1:20,000

―1:40
,000)デ ハV.T.=1:1 B.Z.=1:2.

 此 處 ニ注 意 ス ベ キ ハ,Streptococci-extract作

製 ニ於 テ 菌 蛋 白 含 有 量 ヲ總 テ 一 定 ナ ヲ シ ムル コ ト

困 難 ニ シ テ,隨 ツ テ各 菌 株extractノ 菌 蛋 白 含 有

量 ハ著 レ キ相 違 ア リ.依 テ 上述 ノ 如 ク 各 患 者 血 清

ノ沈 降 素 價 ハ 一 見 動 搖 著 明 ナ リ ト雖 モ.之 ヲ凝 集

反應 成績 ト比較 スル ニ其 ノ沈降 素價 ハ凝集價 ト略

ボ相平行 スル ヲ見 ル.

 次 ニ健常 人血清 ニ於 テ モ亦凝 集 素價 ノ比較 的 高

キ(1:50―1:200)場 合 ニ ハ 患者 血清 ニ於 ケル

ト同様 沈降反 應 陽性 ナ リキ.然 レ ドモ凝集 價 低 キ

(1:50以 下)血 清 ニテハ全 ク沈降 反應 ヲ證 明 スル

コ トヲ得 ズ.

第4章 總 括

1) Rheumatismusト ハ全 ク關係 ヲ有 セザル

hemolytic or anhemolytic streptococciニ 對

シ,定 型 的 ノRheumatismus患 者血清 及 ビ所謂

健 常 人血ハ何 レモ夫 々明確 ナル凝集 反應 ヲ示 スモ

ノナ リ.而 シテ既往 症 ニ於 テRheumatismus性

疾 患 ヲ經驗 セザ ル所謂 健常 人血清 ハ,總 テ一般 ニ

其 ノ凝集 價ハ 高度ナ ラズ ト雖 モ,最 低1:5ヨ リ最

高1:200ヲ 示 シ,總 括 的觀 察 ヲ試ル ニ.其 ノ凝集

價 ハ1:5(1囘),1:10(6囘),1:20(11囘),

1:50(8囘),1:100(2囘),1:200(2囘)ニ シ

テ,一 般 ニハ1:10―1:50程 度 ナ リ ト考 察 スル コ

トヲ得.而 シテ患者血 清ハ之 ニ較 ベ著 シク其 ノ趣
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ヲ異 ニ ス.即 チ 一般 ニ極 メテ著 明 ナル凝集 反應 ヲ

惹 起 シ,菌 凝 塊 ノ性 状 ニ於 テ モ 亦 一 般 ニ比 較 的 大

キ ク(mittel-grob flockig)且 多 量 ナル ヲ認 メ タ

リ,又 其 ノ凝 集 價 ヲ総 括 スル ニ,最 低1:20(2囘)

ヨ リ1:50(4囘),1:100(5囘),1:200(1囘),

1:500(3囘),1:1.000(7囘),最 高 ハ1:2,000

(1囘)ヲ 示 シ,1:1,000ノ 凝 集 價 ヲ見 ル コ ト最 モ

多 シ.

 尚 ホ 總 テ ノ患 者 血 清 ハ 特 ニStrain I, II及 ビVI

(hemolytic streptococci)ニ 對 シ テ 一 様 ニ著 明

ナ ル 凝 集 反 應 ヲ示 シ タ リ.サ レ ド該 菌 ノ被 凝 集 性

ハ 夫 々 著 シ キ 相 違 ア ル コ ト勿 論 ナ リ.患 者 血 清

ハCecil, Nicholls and Stainsby氏 等4)ノ 所 謂

"typical streptococci strain"ノ ミナ ラ ズ
,

Rheumatismusト ハ 無 關 係 的 存 在 ヲ ナ セ ル 菌 株

(主 ニhemolytic streptococci)ニ 對 シ テ モ亦 著

明 ナル凝集反 應 ヲ呈 スルモ ノニ シテ此 點Dawson,

Olmstead and Boots氏5)等 ノ業 績 ニ賛 意 ヲ表 ス

ル モノ ナ リ.

 2) 患者血 清 ハ該菌 蛋 白滲 出液沈 降 原ヲ以 テセ

ル抗體 稀釋 沈降 反應 ニ ヨ レバ,其 ノ凝集 價比 較的

高 キ場 合 ニハ凝集 價 ト大體相 平 行的 ニ明確 ナル沈

降 反應 ヲ證 明 シ,以 テ其 ノ沈 降素量 ヲ測定 スル コ

トヲ得.然 レ ドモ凝 集 價1:50以 下 ノ加 キ場合 ニ

ハ 一般 ニ沈 降反應 ヲ證 明 シ得 ザル コ ト多 シ.斯 ク

テ本 沈 降反 應 ハSeegal, Heidelberger, Jost and

Lyttle10), Dawson, Olmstead and Jest11)及 ビ

Herbert Chasis and Currier McEwene氏 等 ノ

推 測 セル ガ如 キ所 謂hemolytic streptococciノ 種

屬 特異 性含水 炭素(non-proteic nature fraction)

ニ ヨ リタ發 現 スル モ ノナ リ トハ 俄 ニ斷 定 スル能 ハ

ズ ト思 考 スルニ至 レリ.

 以 上 要 スル ニ,Rheumatismus患 者 血 清 ハ

Streptococcusニ 對 シ,血 清學 的 ニ極 メテ密接 ナ

ル關係 ヲ有 スルモ ノナル事 ヲ推 測 スル ヲ得 タ リ.

終 リニ臨 ミ,御 指 導竝 ニ御 校閲 ノ勞 ヲ賜 ハ

リタル恩 師緒方教授 ニ深 謝 シ,併 セテ多大 ノ

御鞭撻 ヲ忝 セ シ大 田原助教 授 ニ衷心謝 意 ヲ表

ス.
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Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

              (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata).

Uber Agglutinin- und Prazipitinreaktion zwischen Streptokokken

              und rheumatischen Kranken.

           Von

       Hiromu Seno.

Eingegangen am 28. April 1939.

   Verfasser stellte den Antikorper nachweis gegen Streptokokken bei rheumatischcr
Erkrankung mit vielen Streptokokkenarten an und prufte als Kontrolle die Agglutinin-

und Prazipitinreaktion zwischen oben genannten Streptokokken oder ihre Extrakten

(eiweissartigen) und normalen Menschensera. Die Ergebnisse sind im folgenden kurz
angegeben:

   1) Die Agglutination zwischen normalen Menschensera und verschiedenen Kokken-

arten ist sehr schwach (zeigte nur den Titer 1:10-1:50, s. Tab. 2).

   2) Die Sera der rheumatischen Patienten zeigten dagegen starke positive Reaktion

gegen dieselben Stamme. Dabei fand Verf. so starke Reaktionen wie 1:500, am starksten

1:1000 (s. Tab. 3).

   3) Die Prazipitation (Verdunnungsmethode nach Prof. Dr. Ogata) wurde bei der

starke agglutinierenden Patientensera auch mit Bakterienextrakt positiv nachgewiesen.

(s. Tab. 4.) In meinem Versuch konnte leider die positive Reaktion mit eiweissfreiem

Bakterienextrakt nicht erzielt werden. (Autoreferat)
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